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　平成26年度社協会費につきまして、町民の皆様、区・町内会役員の皆様、事
業所の皆様に多大なご理解とご協力を賜りまして、厚くお礼申し上げます。
　この度、皆様にご協力いただきました会費の額は、下記のようになりました。
　皆様からいただきました社協会費は、下諏訪町の地域福祉推進のために有効
に活用して、一層の充実に努めてまいりたいと思います。

平成26年度  会費総額　6,920,878円（平成26年８月５日現在）

普 通 会 費（町内会分） 5,758,878円
  （普通会費は、一口1,000円を目安にご協力いただいています。）
特 別 会 費（事業所分） 1,162,000円
  （特別会費は、一口10,000円を目安にご協力いただいています。）

内
　
訳

☆町内会別（普通会費）の状況は、以下のようになりました。平成26年８月５日現在
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納入世帯 金　額（円） 納入世帯 金　額（円） 納入世帯 金　額（円）
東 町 上
東 町 中 １
東 町 中 ２
東 町 下
仲 町
大 門 １
大 門 ２
大 門 ３
田 中 町
矢 木 町 １
矢 木 町 ２
矢 木 町 ３
桜 町
緑 町
立 町 １ 部
立 町 ２ 部
小 湯 の 上 １ 部
小 湯 の 上 ２ 部
横 町 木 の 下
湯 田 町
湯 田 仲 町
新 町 上
新 町 下
御 田 町
塚 田 町
大 社 通 り
友 之 町
広 瀬 町
富 士 見 町
菅 野 町
上 馬 場
平 沢 町
中 央 通 り
花 咲 町

62
82
91
63
49
71
107
34
45
53
50
60
86
56
41
41
39
39
21
30
38
47
42
70
16
24
28
36
38
44
35
17
28
25

60,100
82,000
91,000
63,000
58,000
72,000
107,000
31,988
47,000
53,000
49,000
60,000
87,000
56,000
41,000
41,000
38,300
37,600
21,000
30,000
38,000
49,000
41,300
70,000
15,500
24,000
28,000
36,000
37,500
44,000
35,000
17,000
27,060
25,000

町　　名
中 汐 町
春 日 町
矢 木 東
矢 木 西
東 弥 生 町
西 弥 生 町
栄 町
曙 町
魁 町
北 四 王
東 四 王
西 四 王 １ 部
西 四 王 ２ 部
西 四 王 ３ 部
西 四 王 ４ 部
南 四 王 １ 部
南 四 王 ２ 部
東 鷹 野 町
西 鷹 野 町 １ 部
西 鷹 野 町 ２ 部
清 水 町
東 赤 砂
西 赤 砂
上 久 保 １
上 久 保 ２
久 保 海 道 １ 組
久 保 海 道 ２ 組
湖 畔 町 南
湖 畔 町 北
武 居 南
武 居 北
東 高 木
西 高 木
南 高 木

22
31
45
62
44
68
21
37
32
46
35
62
64
40
60
88
63
84
56
110
152
192
225
36
22
31
32
35
49
67
65
108
70
44

22,000
32,000
53,100
61,000
40,300
66,700
21,000
37,000
32,000
44,500
35,000
59,500
65,000
38,400
59,000
87,500
63,500
84,000
54,200
109,500
148,200
190,500
221,550
36,000
22,000
30,000
30,500
35,000
49,000
67,500
62,100
106,200
69,000
44,000

町　　名
北 高 木
グレ イスフ ル 、
プ チ モ ン ド
萩 倉 東 組
萩 倉 西 組
樋 橋
東 俣
町 屋 敷 １ 組
町 屋 敷 ２ 組
町 屋 敷 ３ 組
下 屋 敷
東 山 田 第 １
東 山 田 第 ２
東 山 田 第 ３
東 山 田 第 ４
東 山 田 第 ５
東 山 田 第 ６
東 山 田 第 ７
社 東 町 第 １
社 東 町 第 ２
社 東 町 第 ３
社 東 町 第 ４
星 が 丘 第 １
星 が 丘 第 ２
星 が 丘 第 ３
星 が 丘 第 ５
西 豊
西 浜
高 浜
東 豊
本 郷
五 官
富 ヶ 丘
関 屋

87

27

47
53
7
4
60
52
49
37
44
59
49
76
96
128
78
105
84
87
3
52
68
58
56
91
63
98
56
63
84
56
16

85,600

25,800

47,000
53,000
7,000
4,000
59,500
51,000
47,550
36,500
44,000
58,000
48,500
75,500
95,100
127,600
76,300
103,530
83,000
86,500
2,500
51,400
65,600
56,900
56,000
91,000
62,500
95,400
56,000
62,000
82,500
56,000
16,000
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銅メダル…

※編集にあたり、加筆・修正しております。 （下諏訪地区障害を持つ親の会  会員）

　わが家の高２の偉星人が銅メダルを取ってきた。アメリカ、ロサンゼルスでの水泳大会
でのことだ。息子は自閉症…こんな日がくるなんて思いもよらぬほど、幼少期には子育て
に迷走していた。
　息子は水遊びが大好きだった…というより水に取りつかれたように蛇口やホースの口か
ら出る水なら何時間でも遊べたし、トイレの水を流したら、ずっとその研究を繰り返して
いた。
　当時、息子は多動の最盛期。感覚的なものばかりを追い求める息子を、毎日連れ歩くの
にくたびれ果てていた母は、「息子に水泳をやらせたらどうだろう」と思い立った。しか
し、息子を受け入れてくれる水泳教室は存在しなかった。ガックリと肩を落としていたそ
んな時、ちょうど長野五輪、ＳＯ（スペシャルオリンピックス）が長野にやってきた。障
がい者が日常的にスポーツを楽しむ…そんなＳＯなら息子を受け入れてくれるのではない
かと思い、ＳＯ諏訪事務局の方に相談を持ちかけてみた。願いは叶い、コーチやボランテ
ィアを募っての水泳プログラムがスタートした。
　始まってみたものの、道は険しかった。最初息子は「泳ぐ」という概念がわからず、プ
ールサイドを走り回ったり、三角コーンをプールに投げ入れたり、人に水をかけたり…ど
れだけコーチやボランティアさんが頭を下げてくれたか、計り知れない。
　二年ほど前から植松コーチが指導してくださることになった。息子は目や耳や鼻に水が
入る事がいやで水に潜れない。これらの穴に栓をすることを提案された。耳栓、鼻栓、水
中メガネのおかげで劇的に泳ぎが上達したのである。「ＳＯ南カリフォルニア2014夏季
招待大会」まで持ち上げて下さったの
も植松コーチだ。「新たにすることや、
新しい環境を受け入れるのが苦手な偉
星人がアメリカにコーチと一緒に!?白
いご飯が無いだけでもパニックになる
ような息子が…？」母の心配をよそに、
無事に息子は帰ってきた。一回り成長
したかのようにも見える。
　まだ始まったばかりの泳ぎ。息子が
行きたいという限り、プールに行かせ
てあげたい。

左から二番目が息子（スペシャルオリンピックス日本HPより）


